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論文内容の要 1::. 目
以下Kを標数 0 ，常微分Dをもっ常微分体であるとする。 Kの万有微分拡大体Uを固定し，以下で現
れる微分体はUを万有微分拡大体とするものと仮定する。
F をUの部分微分体とせよ。 F 係数常微分作用素全体からなる環を F(D) とかく。 F(D)の元 L戸 o
l乙対し，自然数 μF (L)を次によって定義する:
μF ( L ) =min { t.d. F < x > / FI x 声 F ， Lx = 0 }。
Kから始め，代数的演算及び、primitive ， exponential , weierstrassian を添加する操作を有限回ほどこ
して得られる， Kの常微分拡大体を K のH-拡大という。
定理 :L を K(D)の元とし，各 x EKx I乙対し Lx 戸 O が成立すると仮定する。このとき， Kの任意
のHー拡大WIL対して， μK (L) =μw (L) が成立する。
F (D) の元 L は，もし各 x EKX I乙対し， Lx 戸 0 がなりたち，かっ μF( L) が L の階数に等しいな
らば， F 上微分既約とよばれる。上定理より次を得る。
系:もし LEK(D) がK上微分既約ならばKの任意のH-拡大Wに対し， L はW上微分既約である。
F (D) の元 L は， L のそれより低い階数をもっ F (D) の 2 元の積で表されるとき. F 上可約とよばれ，
もしそうでなければ F上既約とよばれる。上定理の導出と類似の方法によって次を得る。
定理: LEK(D) は K上既約であると仮定する。このとき， Kの任意のH-拡大Wに対し， L はW上
既約である。
第 1 の定理の証明は 2 つの部分にわかれる。 1 つは，添加する元がprimitive， exponential の場合，
他は，添加する元が weierstrassian の場合である。前者を扱うには付値論ですむが，後者に対しては，
???
Kolchin の Picard-Vessiot 理論を併用せねばならない。
論文の審査結果の要旨
常微分体Kの元を係数とする線形常微分方程式の解がKのどの様な拡大の中に存在するかという問題
は1839年のリウヴィノレの論文にはじまり， ジーゲル， ゴーノレドマン，オレイニコフ，ローゼンリヒト，
ジンガ一等の研究が続いた。西岡君の論文は乙の問題を微分代数的方法により研究して新事実を明らか
にしたものである。
Kを標数 O の常微分体. Dを微分とする。以下常にKの万有拡大Uの中で考える。 F を K の微分拡大
体. L を F 係数線形微分作用素環 F (D) の元とする時， L の F 上最小許容階数μF (L) を次の様に定義
する。
μF ( L ) = min{ t.d. F< x > / F ; XEU'" F , L x = 0 Jo
ここにt.d.は超越次数. F<x>は x によって生成される F の拡大. F は F の代数的閉包である。
LEF(D)が次を満足する時 F上微分既約であると定義する。
すべての x EFx I乙対し Lx キO μF(L)=L の次数。
次の条件を満足する Kの拡大体Wを Kの H-拡大という:微分体の鎖
K=WOCW1C...CWm =W 
が存在し，各 j に対してWj - 1上原始的，又は指数的，又はワイアス卜ラシアンである元 t j が存在して
Wj はWj-1(t j ) 上有限代数的である。即ちH-拡大は初等関数と楕円関数を含む拡大体である。
西岡君の論文の主な結果は， L を K(D)の元，すべての X E K X に対して Lx キ O とするとKの任意
のH-拡大WIC.対して μK (L) =μw(L)が成立する乙と. K(D)の元L がK上既約ならばL は K の任意
のH-拡大上でも既約である乙との二つの定理である口はじめの定理の系として K(D)の元がK上微分
既約ならばKの任意のH-拡大でも微分既約である乙と. L を K (D) の元. kEK とすると非斉次線形
方程式 Ly= k がK のある H-拡大に属する解を持てば Lx= 0 の K上指数的な解が存在するという二つ
の事実が得られる。乙れらの結果はローゼンリヒト ジンガーがそれぞれ1973年. 1976年に証明した定
理の拡張をなし，証明の要点は，オレイニコフが1971年に解析的方法で証明した同様の定理の微分代数
的証明を与えてローゼンリヒ卜の結果と結合することに在る。
以上の様に西岡君の論文は常微分方程式論に重要な貢献をしたものであり，理学博士の学位論文とし
て十分価値があると認める o
つ'u? ?
